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新型コロナのウラで医学は進歩しています
古川モトイ
こんにちは。朝から晩まで古川モトイです。昨今、耳を疑うような医学関係の情報が入ってきておりまして耳を疑っているので共有させていただきます。
午後の紅茶ミルクティーですい臓がんの発見率が上がる
9/4の日経プレジデントの記事で「発見が最も難しい「暗黒の臓器」すい臓がんを劇的に見つけやすくする"あの飲み物"」と。国立ガン研究センター検診研究部部長の中山富雄先生によるご寄稿です。なんでもすい臓がんを探すときの超音波検査で胃袋が空っぽだと胃の裏の膵臓が上手く見えないのが、午後の紅茶ミルクティーを飲ませて胃に入れておくと鮮明に見えるのだとか。別の飲料でも試したそうですが今のところ午後の紅茶ミルクティーが最強だそうです。
正露丸で憎きアニサキスが死ぬ
9/13のみなと新聞の記事で「正露丸にアニサキス殺虫効果 高知大が症状緩和を裏付け」と。要約すると正露丸はこれまで手術で取り除くしかなかったアニサキス症の特効薬だと判明。刺身好きは正露丸は常備した方が良いのかも。
なおアニサキスについては
新発明!電気パルスで憎きアニサキス撃退
同みなと新聞7/1「世界初のアニサキス感電殺虫技術ジャパンシーフーズと熊大など国支援事業で開発 」も。こちらは刺身の品質を劣化させない極めて短い時間刺身に電撃を加えることでアニサキスを感電死させる新技術。医療とは違うけどこの技術が普及するとお刺身がより安全に食べれる。
ちょっと刺身を離れて。
モーツァルトK.448がてんかん症状を緩和する?
9/19のナゾロジーで「モーツァルトのとあるピアノ連弾曲が「てんかん症状」を和らげると判明」との記事が紹介。お薬ですらない。モーツァルトの天才っぷりは21世紀になってもあいかわらず。
ウパダシチニブってご存じ?
元は関節リウマチ、関節症性乾癬 への治療薬なのですが、8月にアトピー性皮膚炎への治療薬として承認、さらに潰瘍性大腸炎の治験もやってるそうで、覚えにくい名前だけどこれからお世話になる人も多いかも。
雑なまとめですが、ご興味を持っていただけましたら秋の夜長にネットで調べ物はどうでしょうか?
男と女の距離(ディスタンス)
弾射音
8
そうなんですよ。『重力の虹』を読み解くのに、千枚ものメモを費やしました。隣の椅子に座った男がこちらに目を向けて言っている。いかにも自慢げに、まるで千枚も紙を消費したことが立派なことのように言っている。その笑顔も自信満々だ。トマス・ピンチョンのような作家を理解し得たのは自分の頭脳が特別なのだと言わんばかりに。確かに、この男はピンチョンの小説を読み解き、理解するのに成功したのだろう。それは頭の下がることだ。あたしは『重力の虹』は登場人物表を作りながら読んだが、半分も理解できなかった。明らかに、この男のほうが知力は上だ。だが、それがなんだというのだろう。男はあたしがスタインベックを卒論にしたことで、あたしを下に見ているのかもしれない。それはそれでいい。だけど、だからといって尊敬して付き合いをはじめるのとは話が別だ。
ビールをこれ以上飲むのが苦痛だ。女は男の話にいちいちうなずきながら、そろそろ解放してくれと心の中で叫んでいた。結婚してから、こんな男女混合の飲み会に参加するとは、夢にも思わなかった。親友は約束を守ったのだ。女は別に約束を守ってほしいとは思っていなかった。一晩くらいいいでしょう? 旦那には女子会と言っておけばいいのよ。出会いがあるわよ。その気になったら、お持ち帰りされてもいいじゃない? 倫理観なんて旧弊に縛りつけられることはないのよ。別の大学の卒業生で、文学部出身の男が何人かいるのよ。あんたも関心を持つはずよ。何しろ、その一人はピンチョンを完全に理解してるんだから。そのことを信じられないと思ったことはないが、だったらどうなんだとも思っていた。男とピンチョンの話をしたいわけではない。ただ、ちょっと癒やされたかっただけなのだ。たとえハリー・ポッターが理解できない男だとしても、優しくて温かい心で包み込んでくれれば、それで十分だ。だいいち、酒の席で文学談義を繰りひろげるつもりはさらさらない。
男が女の関心を惹きつけようと、しきりに喋りつづけている。顔に張りつけた愛想笑いが凍りつきそうになって仕方がない。手もとのビール瓶が空になったことを機に、女はジンフィズを注文した。この男に酔いたくはない。できればこの男が飲んでいる酒とは違うもので酔いたい。
こんな、苦痛ばかりの飲み会になるとは思わなかった。少しは気晴らしになるのではないかと期待していた。まさか期待がことごとく打ち砕かれるとは。それにしても、この男は自分の頭を自慢して人妻であるあたしを口説くつもりなのだろうか。だとしたら、この男はあたしを尻軽と思い込んでいる。それだけは嫌だ。
それよりも、ふたつつなげたテーブルの反対側で一人寂しく飲んでいる男が気になった。親友はこのピンチョン男しか紹介しなかったので、あの孤独な男が何者か、全く分からない。だが、気になる。どうしてあんなに寂しそうに飲んでいるのだろう。どうして誰も彼を気にかけないのか。どうして席を立って女たちに声をかけないのか。まるで、酒も酒の席も人間も嫌いみたいだ。
あの人もきっと文学部出身だ。英文科出身だろうか。スタインベックは好きかな。それを知りたくてしょうがなかった。女はピンチョン男が話に飽きて去って行くのをじっと待ち続けた。そして、その後にあの男が近づいてくるのを夢見た。あの男から行動を起こさなくてもいい。あたしから近づいてもいい。問題は、さりげなく近づくのが不可能に近いこと。席は最も遠いところにある。話しかけるきっかけも皆無だ。だが、いったん話しかければ、きっと楽しいおしゃべりができるのではないか。癒やされなくてもいい。あたしが癒やしになってもいい。とにかく、顔を上げてこちらを見てほしい。
と、その男が急に手もとを見るのをやめて目を上げた。女はその男から目を離すことができなくなり、結果的にまだ延々と喋りつづけているピンチョン男を無視する形になった。あの孤独な男が、女に気づいて目を向ける。女は驚きながらも微笑んだ。するとあの孤独な男も微笑み返す。ピンチョン男はそれに気づかないでいまだに女の関心を引こうとしている。だが、自分だけ喋っており、一方通行にすぎなかったことにやっと気づく。ピンチョン男はかすかに面白くなさそうな顔をして去って行った。女は両肩の上下動を伴う大きな溜息を洩らした。それから再びあの孤独な男に目をやった。だが、男はその席にはもういなかった。いったいどこへ行ったのだ。せっかく目と目で意思の疎通ができたのに、誰にも相手にされないのにしびれを切らして帰ってしまったのだろうか。女の中に不安感が一気に沸き起こる。だが、数分後にそれは安堵にかわった。孤独な男が化粧室のほうから歩いてくる。そして、今までピンチョン男が座っていた椅子に近づき、女に断った上で腰を下ろした。
やあ。男はにこやかに微笑んだ。店員がこちらに向かっておしぼりを差し出したので、女はすかさずそれを受け取り、男に渡した。ありがとう。どういたしまして。しかし、それ以上は言葉が続かない。
背後に人の気配が。振り返って見上げると、女の親友が立っていた。楽しんでる? ええ、楽しんでる。ところで、この人は戦前のアメリカ文学を専攻してたのよ。親友はそう言いながら、孤独な男の肩に手を置いた。ねえ、この女の人、卒論にスタインベックを書いたのよ。へえ、スタインベックが好きなんですか。ええ、そうなんです。僕はフィッツジェラルドです。ロスト・ジェネレーションだから、ちょっと嗜好が違うかな。いいえ、フィッツジェラルドもヘミングウェイも好きです。へえ、話が合いそうだな。男は天真爛漫な笑みを浮かべた。
ところが、孤独な男はあのピンチョン男とは全く違い、一向に文学談義をはじめようとはしなかった。ただ、女から話を引き出そうとするだけ。恥ずかしいが、自分の妻としての日常を言葉にせざるを得なかった。そうか。主婦も大変だ。そんな、彼女みたいな子持ちじゃないから、そんなに大変じゃないわ。
男は自分のことを話そうとしなかった。先ほど、一人寂しく飲んでいたけど、どうしたんですか。そう言いたかったが、言えなかった。失礼になることは言うまでもないが、男が自分のことを滔々と話しはじめるのが怖かったのだ。そんなのはあのピンチョン男で十分だ。
男はよく笑った。偶然だが、男もジントニックを飲んでいた。一気に親近感が高まった。だが。女は思いとどまった。あたしはこの男にお持ち帰られようと思っているのだろうか。まさか。あたしは人妻。分をわきまえている。たとえ夫が浮気しても、それであたしも浮気していいとは言い切れない。それでもなお、親友は夫以外の男と親しくすることを勧めようとする。これではもはや親友ではなく悪友だ。
七時から始まった飲み会が、とうとう十時を回った。参加者の三分の一がすでに帰宅している。飲み会はお開きになった。一部の人間は二次会に意欲的らしい。全員がだらだらと店の外に出る。そして、人の通行を邪魔して歩道にたむろする。
ありがとう、楽しかったです。孤独な男が優しげな笑顔で言った。あたしもです。また会えたらいいですね。そうですね。実は、大学に残ってるんですよ。研究室に連絡してくれれば、今度は文学について語り合いましょう。男は名刺を差し出した。受け取るときに、男の指が女の人差し指の腹に触れた。ちょっと汗ばんでいるように感じられた。
いきなりスマホの着信音が。女は男にさよならを言って静かなところへ移動した。そしてスマホを耳に当てる。夫だった。どうしたんだ。九時半に帰ると言ったじゃないか。ごめんなさい。女子会が思った以上に盛り上がって。今から帰る。君を自由にさせているのは、君を信用しているからだ。そのことを忘れずに。それを聞いて、女は顔をどす黒くした。なんて身勝手な。だったら、あたしだって勝手にしてやる。
女は男からもらった名刺をバッグの内ポケットの一番奥に押し込んだ。
〈続く〉
野毛者(のけもの)艶歌
笛地静恵
(その3)
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犬治(けんじ)と健狼(たけろう)が付き合い始めてから、早くも三か月が過ぎた。
先輩が【豚亭(とんてい)】の仕事の当番表を組む。時間帯が重なっていった。帰宅が同時になる。豚造が横目で睨んでいる。
最寄りの駅までは別々に帰る。車両も別にする。しかし、降りる駅は、同じだ。職場には関係を秘密にした方がいい。それが、先輩の考え方だ。
依怙贔屓(えこひいき)をしているとは思われたくない。犬治も同じ意見だ。協力した。極力、におわせないようにした。なにしろ豚造(ぶたぞう)親分の目が光っている。七匹の豚の弟子たちの小さな十四個の眼もあった。
しかし、それが、逆に興奮を高めた。先輩から贈られた下着を履いている。秘密を共有している。いたずらな健狼は、時にはともに履かない日さえも、設定した。犬治のあれが立ち上がる。
ようやく下宿に戻る。背後から健狼に抱きしめられる。先輩の固いものが、犬治の尻の谷間に当たる。腰を左右に動かす。刺激してやる。
先輩の熱い逸物にすぐにでも直接に触れたい。犬治は背後に手を回す。逆手で肉棒の幹を握る。充実している。体温の発熱を感じる。血が脈動している。海綿体に注入されていく。犬治がいるからなのだ。うれしい。
健狼は犬治の制服の上着を脱がせる。犬治の剥き出しの薄い右の肩を噛む。それが習慣だ。
もっと強く噛んで欲しい。先輩の歯型を肌に刻みたい。甘噛みをするだけだ。あの鋭い犬歯を、立てて欲しい。血を吸われてもいい。肉を食べられてもいい。しかし、いつも、そこまでだ。唾液が残る。
犬治は、人魚の水槽に、餌をやる許可を与えられたときには、うれしかった。家族の一員になれた気がした。人間の干し肉を、食べやすい大きさにまで、小さく磨り潰したものだ。
犬治の指の影に集まってくる。
ある日は帰宅したばかりで、【豚亭】の制服を着たままだった。
「野球拳(やきゅうけん)をしよう」
狭い脱衣所で、いきなり健狼に誘われた。犬治いは思わぬ提案だった。古い遊びらしい。期限がわからない。人間たちもしていたらしい。
じゃんけんをする。負けた方が一枚ずつ脱いでいく。先に裸になった方が負けだ。単純な遊びだ。大いに盛り上がった。少年に帰った。笑いあった。勝負は一進一退だった。
しかし、先輩の下着に先に手をかけたのは、犬治の方が先だった。賞品として雄々しく立ち上がっている一物に口吻をする。その権利を与えられた。
それから、いっしょに風呂に入った。
「先輩は、硬くて真面目そうに見えますけど、こういう無邪気なところがあったんですね」
金狼は犬治の驚きの顔を見ながら嬉しそうに腹から笑った。
今夜も、人魚の青い水槽のある六畳間で、大便をする赤子のように両足を広げる。背後から先輩の反りを打った見事な一物が、待ち受ける肛門に挿入される。犬治の細い雄性自身も喜んでいる。はしゃいでいる。耳に褒め言葉がささやかれる。それだけで、いきそうになる。
犬治は、健狼の腰に跨ったまま、二度、逝った。布団の上でぐったりとしている。水槽の人魚たちが、その様子を面白そうに観察している。
犬治の全身の毛穴が、汗を噴出させている。頭部も発熱している。それを、健狼の腹部に乗せる。腹筋が割れている。青い光に陰影がついている。
犬治の頭髪からは、汗の香が沸々としている。健狼がその髪に長い指を入れる。頭皮を揉まれる。健狼の指には、犬治の頭蓋骨ぐらいは、握り潰せるだけの握力がある。でも、これは、かわいさの表現だ。
健狼は、この態勢が好きだ。たくましい腹筋がへこむ。影が濃くなる。二つの鼻孔から夜の空気を吸い込む音がする。そしてまた膨らむ。筋肉が鋼鉄のように固くなる。しかし、今は柔らかい。弾力がある。護謨のようだ。
きれいな雄は臍の穴まできれいだ。縦に割れている。引き締まっている。
健狼の肉体が、どのような力を秘めているのかは、犬治は全身で思い知らされている。体の中心を撃ち抜かれる。別世界へ行く。
健狼の胸毛に頬へ摺り寄せて眠る。守られている。安心感があった。
犬治も、この位置が好きだ。腹部につけた耳の孔に、健狼の内臓が生きて動いている音が、はっきりと入ってくるだからだ。ぐつぐつ。きゅうきゅう。健康な内臓が生きて活動している。
その音が、犬治を安心させてくれる。健狼が生きているあかしだった。
健狼が、人魚を生きたまま食わしてくれた。
「あまり増えすぎても、駄目だ。水槽で飼える限界がある。水が汚れる。少し間引きしよう」
その一匹だった。
健狼は、口に入れて噛まずに、そのまますぐに飲み込んだ。
「簡単だろう」
犬治も、同様にした。真似てみた。しかし、こちらは、口腔の内部で、しばらく人魚の尾が跳ねていた。口蓋の内側に黒髪の頭が当たる。苦しがって、暴れているのだ。くすぐったい。舌でしばらく弄んでいた。食べる決心がつかなかった。
それでも、口中に唾が溜まってきた。生臭い魚の香がする。思い切って、一緒に生きたまま飲み込んだ。食道を下っていく。胃袋に入ってからも、しばらくは中で泳いでいる。そのような妙な感触があった。やがて止まった。犬治の胃液に溶かされたのだろう。
もし、犬治が健狼に食べられたらどうなるのだろうか。もちろん。消化されて、吸収されるのだ。その間、意識があるとして、どんな気分がするものなのだろうか。
生きている恐竜に乗っているような気分だろうか。それとも、どうしても抜け出ることができないお化け屋敷の暗い廊下を歩いているような気分だろうか。
あそこは真っ暗だ。光があるはずもない。長い暗闇がある。ちょっと怖くなる。
消化・吸収は不随意筋が実行している。健狼にも、すべてが無意識のうちなのだ。
ほんとうの弱肉強食の世界。無慈悲だ。
臓器の力に、どうしようもなくもてあそばれる。消化される。溶かされる。腸の無数の襞に愛撫される。栄養として吸収されていく。やがて健狼の筋肉の一部になる。それは、悪くない。うっとりする。甘味な妄想だ。
どうせこんな世界に、そんなに長くは生きていたくはない。最期の選択としては、最上の部類に属する。
犬治は、自分の部屋で、誰にも知られずにぶら下がっている光景を、何度も夢に見る。あれよりも、何倍もましだ。少なくとも、最後まで健狼といっしょなのだから。
人間たちは、過去に惑星型宇宙船【地星】に対して、何か大きな罪を犯したという。そのために現在の位置に貶められた。鞭打たれて田畑を耕す。肉を食われる。血を飲まれる。乳を搾られる。骨を加工される。何も残らない。惨めな境遇だ。
だが、毛者たちも人間と同じようなものだ。何も変わらない。惑星型宇宙船【地星】のどこかでは、いつも戦争が起こっている。天変地異のある小世界で、いつもいがみあっている。
人間や人魚を毛者が食う。強い者が弱い者を食う。弱肉強食の世界。それが、この惑星型宇宙船【地星】の原則だ。人間から毛者の時代に、支配者が交代したといっても、何が変わったのだろう。同じではないか。
犬治にはどうもよくわからない。
近くの物に目を向けることにした。愛する健狼の性器だ。これは嘘や偽りのない、ほんとうのほんものだった。
健狼は、犬治にこの至近距離の位置から、自分の性器を見られることが好きだった。この点だけは、けっこう。自己愛が強い。
犬治とつきあう以前には、拳闘家用のざっくりとした下着を好んでいた。しかし、今は、最新鋭の意匠の真紅の下着である。布の面積は極小である。生地も伸縮性のある薄い素材だ。撫でると人絹(じんけん)のような滑らかな感触がある。一物の自慢をするためだった。
犬治は、よく知っているのだ。だから。
「大きい」
声に出して褒めてやる。先輩のはにかんだ笑顔がかわいらしい。
【豚亭】の給料が入った健狼が、わざわざ雄性用下着売り場に出かけて行った。犬治もつきあった。健狼は、何にでもこだわりを持つ性格だ。かなりの時間をかけて、選択した。
今は同色の赤を着用している。見えないところのおしゃれだ。
下着は健狼のあそこの形を強調する。素肌よりも克明に刻印する効能がある。
犬治は健狼の腹の上に耳を乗せている。そこから、見上げている。
目の前に大きく隆々と雄性自身が聳えている。小山のようだ。盛り上がっている。水槽の青い光が荘厳している。太さと固さと長さと重さのすべてがわかる。うずくまる龍だ。今は、少しだけ左に首を曲げている。
やがて鎌首をもたげてくる。犬治に襲い掛かってくる。その実力は承知の上だ。内臓の奥まで食われる。蹂躙されるのだ。
血と精液の香りがする。犬治を楽しませてくれる可愛い獣だ。いとおしくてならない。食べたくなってくる。口の中に唾が溜まる。口腔の内部に充実を感じたい。
赤い下着を脱がせたい。すべてを見たい。味わいたい。しかし、まだその時ではない。許可が出ない。
健狼は犬治をじらせるのが好きだ。得意でもある。いつもそれに乗せられてしまう。
下着の赤い生地の上から龍の胴体を噛む。甘噛みしていく。生地に犬治の唾液が染み込んでいく。くちゅくちゅと舐めていく。健狼がそのぬくもりが好きだという。裏側の太い芯が通り、襞が合わさるあの敏感な部分を、前歯で噛んでやる。健狼がうめく。うれしい。
健狼は口では何も言わない。ただ大きな掌が、後頭部を下へと押し下げる、それが、合図だ。健狼の肉の大陸の上を南下していく。
いよいよ下着の護謨(ごむ)に指をかける。赤く薄い生地を持ち上げる。そのまま、前からおろしていく。巨根の邪魔をしないように。細心の注意をする。
生地を伸ばしている。内部の二つの睾丸の球体の充実が、くっきりと浮かび上がる。陰毛は濃密に茂っている。
密閉されていた健狼の臭いが、濃蜜に重く立ち上る。堪らない匂いだ。癖になっている。中毒症状がある。ないと悲しい。空気中に拡散していく。健狼が欲しくて仕方がない。
赤い拘束から解放された怪物は、自力でびんと立ち上がる。それ自身の重量で、かすかに揺れる。一つ目の先から涙を流している。それ自体が、一個の生き物みたいだ。下腹部に影が落ちる。
「くわえているところが、見たい」
健狼の指示に、犬治は大きな足の間に入る。膝を折る。背を丸める。全身がすっぽりと入ってしまう。太ももの上に手を置く。自分の体重を支持する。動きの自由を確保する。
健狼は、犬治の小さな手に触れられるのが、本当に好きなのだ。仕事が終わったばかりだ。いかにきれい好きな健狼とは言え、その日の小便の残り香がする。安母尼亜が舌にひりひりする。それでも、続ける。
むしろ付着した汚れを自分の舌で嘗めとれる。健狼をきれいにできることがうれしい。唾液とともに飲み込む。掃除できた。健狼の役に立てたのだ。
〈つづく〉
ANTILUGARについて
murbo
制作を断念した映像に登場する怪人。最初に描いたANTILUGARとDEER FORCE、TIGER FORCEは35号に掲載していまして、それらを描きなおしたものです。二つの怪人が合成した状態で、それぞれがダジャレの名前からデザインされています。DEER FORCE(ディアフォース)は馬と鹿、TIGER FORCE(タイガーフォース)は虎と馬です。バカとトラウマを怪人化したのですね。しかし、DEER FORCEは名前と逆にクレバーな怪人として設定し、TIGER FORCEは短絡的な発想をする。両者とも一つ目で地獄の扉の門番。DEER FORCEは積極的に犯罪者や悪人を殺して地獄に送り込むが、TIGER FORCEはあまり仕事をしない感じ。
XIGMADとDEER FORCEが対戦し、XIGMADにあと一歩まで追い詰められるが、TIGER FORCEが加勢し、合体することでXIGMADと立場を逆転させる。この時に地獄門を破壊されてしまい撤退せざるを得なくなる。このため、同じように地獄門を管理するRAPID LIONと立場に差がついてしまい、コンプレックスに感じている。
最終決戦では地獄門を多数設置し、低レベルの悪魔を多数出現させ、いくつかのMADROCK部隊や各国の軍隊を殲滅している。合体したANTILGARはお互いが完全な状態ではなかったために本来の能力を発揮できておらず、当初はフォームチェンジ機能を失ったRust XIGMADにも苦戦したが、その後に低レベルの悪魔数体と合体することで補完し、Rust XIGMADを劣勢に立たせる。新たに現れた自衛隊の新型、赤機鬼と青機鬼に消滅させられる。
新たに描いて大分人の体型から離れられたかな。二足歩行なので人型ではあるんだけど。
ANTILGAR/アンチルガー
ディアフォースとタイガーフォースが合体した、合成怪人。
二体の能力を併せ持つ凶悪な怪人。眼は二つある。合体した時にDEER FORCEが半死半生だったため、完全な能力を発揮することができなかった。
全長/3.4m
体重/2.3t
合体する前の二体。こちらもそれぞれでシルエットが違うように新たに描いた。一つ目は難しいね。説明をつらつら書いて、Rust XIGMADと赤機鬼と青機鬼が出てきてしまったのでそのうち描こうと思います。
DEER FORCE/ディアフォース
赤い。鹿と馬の合成怪人。一つ目で地獄の扉のセンチネル。角を持ち、高速移動する。
合成怪人の元になる犯罪者など悪人を殺し、地獄へ送り込む役目も果たす。赤い槍で殺された人は知的で言葉を話す。策略家であり、冷淡な作戦を好む。
全長/2.36m
体重/1.41t
TIGER FORCE/タイガーフォース
青い。虎と馬の合成怪人。一つ目で地獄の扉のセンチネル。大型の爪を持つ。高速移動と幻覚を発生させる。言葉は話さないがテレパシーで交信する。
役割はBEER FORCEを同様だが性格は反対で直情的に行動する。
全長/2.54m
体重/1.41t
既刊本紹介
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
毎年の酷暑からやっと抜け出て過ごしやすい気候になりました。せっかくなのに店内で壁画描きです。これについてはまた書きますね。
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